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めぐみ幼稚園幼年消防クラブ
ガーデンハウスを訪問

栗肥土の特別販売
クリピット！町民に還元

町の有機堆肥「栗肥土 ( クリピット )」の特別販売が
4月 14 日、役場駐車場前で行われました。栗肥土は、
家庭などで分別された生ごみと下水道汚泥などを原料
とし微生物発酵させた有機堆肥。作物の発育促進や土
壌改良などの効果があり好評です。この日も販売時間
前から多くの方が買い求め、約 800 袋が販売されまし
た。栗肥土を購入した斉藤義弘さん（72）は「去年初
めて使ってみて良かったのでまた買いに来ました。花
やトマトなどにとても良いですよ」と話していました。

夕張川支流の雨煙別川で 4 月 7 日、
サケの稚魚の放流が行われました。今
年で 5回目になる稚魚放流は、社 ) 栗
山青年会議所 ( 土井猛理事長 ) などが
主催しているもので、親子連れなど約
150 人が参加しました。今回の放流か
ら、「サケの里親」制度が新たにはじ
まり、昨年 12 月に卵からかえした稚
魚を、水槽の温度管理に苦労しながら、
えさやり、水替えなど丹精込めて育て
た里親には、土井理事長から感謝状が
贈られました。この後、参加者はサケ
の成長を学んだあと、約 8000 匹の稚
魚を、一人ひとり思いを込めて放流し
ました。同会議所の土井理事長は「放
流したサケが栗山まで戻るのには魚道
の整備が課題です。なんとか、栗沢頭
首工（とうしゅこう）と長沼頭首工に
魚道が整備され、サケの自然産卵が行
われるようになって欲しい」と話して
いました。

故郷に戻っておいで
サケ稚魚放流

　めぐみ幼稚園幼年消防クラブの園児 17 人が 4月 20
日、ガーデンハウスくりやまを訪れ、お年寄りに火の
用心を呼びかけました。園児たちは「火の用心の歌」
などを合唱したあと、インパチェンスの鉢を一人ひと
りに手渡し、「肩たたきの歌」を歌いながら肩たたき
をしました。最後に「おじいちゃん、おばあちゃん元
気でいてください」と握手して、お別れのあいさつを
すると、お年寄りは「かわいいね！　ありがとう元気
をもらったよ！」と笑顔で応えていました。

22

まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

図書貸し出しサービス
図書館司書が本選びのお手伝い

　栗山町図書館では、本にふれあう機会を増やそうと、
4月から乳幼児健診の会場で図書の貸し出しをはじめま
した。子ども向け絵本や、育児の図書などが用意され、
親子連れは楽しそうに本を手にしていました。8カ月健
診で、大野月煌（るあ）くんと訪れた母親の純さん（33
歳）は「お店に行っても本がたくさんあってどれを選ん
でよいのかわかりません。司書の方に紹介してもらい本
を選べるのがとても良いです」と話していました。

栗山町 検索

栄えある青年農業賞
大井分　大塚史明さん夫妻

平成 23 年度の栗山町青年農業賞に大井分の大塚史
明さん（37 歳）、美和さん夫妻が選ばれ 3 月 29 日、
カルチャープラザ Eki で表彰式が行われました。この
青年農業賞は、円山地区で小麦の大規模経営に成功し
た故勝部徳太郎翁（おう）が、これからの農業後継者
に未来を託したいとして浄財を寄附。町ではこの遺志
を受け、毎年優秀な農業後継者を表彰しています。大
塚さんは水稲や大豆など農産物の生産に努め、特に長
ネギは町内でもトップの収量と品質を誇っています。

待ちに待ったプロ野球開幕の 3月 30
日、栗山からも「北海道日本ハムファ
イターズを応援する栗山の会」（高杉
文浩会長）が、開幕戦応援バスツアー
を仕立てて 100 人体制で札幌ドーム
へのりこみました。行きのバス中では
新応援歌の練習で盛り上がり、ドーム
では三塁側アッパーシートに陣取りま
した。駆けつけた椿原紀昭町長も加わ
り、今季から導入された応援プレート
を手に栗山英樹新監督を熱烈応援しま
した。先発は期待の「持ってる男」斎
藤佑樹が、西武打線を自己最速タイの
145㌔で散発 4安打に抑え、7奪三振、
110 球でプロ初完投の好投を見せてく
れました。打線も 13 安打の猛攻で 9
‐１の大勝となり栗山からの応援団も
大いに盛り上がり、勝利のジェット風
船をいっせいに飛ばしました。高杉会
長は「やっぱり斎藤は持ってるべ！」
と喜んでいました。

開幕応援バスツアー
ファイターズ応援団１００人



　

役
場
で
は
、
毎
週
日
曜
日
の
午
前
中

に
、
一
部
の
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

が
、
５
月
６
日
よ
り
取
扱
業
務
を
次
の

と
お
り
変
更
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
取
扱
す
る
業
務

・
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
証
明
書
、
戸
籍

全
部
事
項
・
個
人
事
項
証
明
書
の
発
行

な
ど

・
町
税
や
使
用
料
、
上
下
水
道
料
金
な
ど

の
お
支
払
い

◆
取
扱
を
や
め
る
業
務

・
高
額
医
療
費
、
乳
幼
児
、
後
期
高
齢
者

医
療
費
申
請
受
付

・
国
民
健
康
保
険
加
入
、
脱
退
な
ど
の
届

出
に
関
す
る
こ
と

◆
場
所
・
問
い
合
わ
せ

町
住
民
福
祉
課
住
民
・
国
保
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
9

町
出
納
室

☎
�
7
5
0
0

　
　

栗
山
町
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
４
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
、
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
を

行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
日

時　

６
月
１
日
㈮

午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
相
談
内
容

い
じ
め
、
虐
待
、
離
婚
な
ど
家
庭
内
の

問
題
、
近
所
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

※
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◆
人
権
擁
護
委
員

棣て
い
と
う棠
扶
美
子
・
月つ

き
の
わ輪
淳
裕
・
井
上
善
晴

土
田　

清
美

◆
相
談
料　

無
料

◆
主

催

札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局
、
岩
見
沢
人

権
擁
護
委
員
協
議
会

◆
問
い
合
わ
せ

・
札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局

☎
０
１
２
６（
２
２
）０
６
１
９

･
町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

◆
人
権
相
談
専
用
電
話

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

暮  

ら  

し
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まちのおしらせ

人　口　13,121  人  （－108）
　男　　 6,131   人  （－61）
　女　　 6,990   人  （－47）
世帯数　 5,990世帯 （－30）

※4月1日現在、（　）内は前月比

人のうごき

685ｃｍ
（昨年は616ｃｍ）

※今シーズンの降雪量

降った雪の量

◆
日

時　

　

開
催
日
は
問
い
合
わ
せ
（
毎
月
1
回
）

午
後
1
時
～
3
時

◆
場

所　

岩
見
沢
保
健
所

◆
内

容

ひ
き
こ
も
り
の
問
題
に
悩
ん
で
い
る
家
族

◆
対

象

家
族
同
士
の
交
流
・
話
し
合
い

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所
保
健
予
防
係

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
1
1
5

　

今
年
も
町
内
会
・
自
治
会
、
関
係
団

体
の
ご
協
力
に
よ
り
、
歩
道
や
公
園
の

花
壇
に
花
を
植
栽
し
ま
す
。
ご
家
族
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日

時

　

５
月
27
日
㈰　

午
前
７
時
～

◆
提
唱
団
体

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
栗
山
町
内

連
合
会
、
角
田
町
内
会
連
合
会
、
継
立

町
内
連
合
会
、
日
出
連
合
町
内
会
、
栗

山
青
年
会
議
所
、
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー

の
会

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
１
３
２
２

日
曜
日
の
役
場
窓
口
開
設
を

一
部
変
更
し
ま
す

◆
休
診
日　

５
月
15
日
㈫　

※
当
院
の
患
者
で
病
状
が
悪
化
さ
れ
た
方

は
救
急
外
来
に
て
手
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
赤
十
字
病
院

　

☎
�
1
0
1
5

◆
日

時

5
月
27
日
㈰　

午
前
8
時
～
午
後
3
時

◆
場

所

　

東
千
歳
駐
屯
地
（
千
歳
市
祝
梅
）

※
Ｊ
Ｒ
千
歳
駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。

◆
内

容

　

日
本
最
大
の
戦
車
パ
レ
ー
ド
、
訓
練
展

示
、
装
備
品
展
示
の
ほ
か
戦
車
試
乗
、

模
擬
売
店
、
地
域
物
産
展
に
て
特
産
品

や
自
衛
隊
グ
ッ
ズ
の
販
売

◆
問
い
合
わ
せ

第
7
師
団
司
令
部
総
務
課
広
報
渉
外
班

☎
0
1
2
3
（
2
0
）
5
1
3
1
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infomation 5

国 民 年 金
ご存知ですか？
「学生納付特例制度」と
「若年者納付猶予制度」

　20 歳以上の方は、学生であっても国民
年金に加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は所得が少ないこと
が多いため、本人の所得が一定額以下の
場合、国民年金保険料の納付が猶予され
る「学生納付特例制度」があります。
　また、学生でない 30 歳未満の方の場合
には、本人および配偶者の所得が一定額
以下の場合に、国民年金保険料の納付が
猶予される「若年者納付猶予制度」があ
ります。
　これらの制度の申請を行わず、保険料
を未納のままにしておくと、不慮の事故
などにより障がいが残った場合に、障害
年金を受けることができなくなります。
　なお、承認された期間は老齢基礎年金
を受け取るために必要な期間に算入され
ますが、年金額には反映されません。就
職などで、収入が得られるようになった
場合は、将来受け取る年金を増額するた
め、10 年以内であれば、保険料を納める
ことができる「追納制度」を利用できます。

【問い合わせ】
町住民福祉課住民・国保グループ☎� 7509

◆
日

時　

8
月
30
日
㈭

午
後
1
時
30
分
～
4
時

◆
受
験
会
場

　

受
験
票
に
よ
り
通
知
す
る

◆
受
付
期
間

　

5
月
14
日
㈪
～
25
日
㈮
ま
で
に
保
健
所

ま
た
は
、
支
所
に
提
出

◆
試
験
科
目
・
試
験
方
法

食
文
化
概
論
、
衛
生
法
規
、
公
衆
衛
生

学
、
栄
養
学
、
食
品
学
、
食
品
衛
生
学

お
よ
び
調
理
理
論
に
つ
い
て
の
筆
記
試

験
◆
受
検
資
格

多
数
人
に
対
し
て
飲
食
物
を
調
理
し
て

供
与
す
る
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
な
ど

の
施
設
ま
た
は
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類

販
売
業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業
の
営
業
に

お
い
て
願
書
締
め
切
り
日
ま
で
に
2
年

以
上
調
理
の
業
務
に
従
事
し
た
者

◆
提
出
書
類

・
調
理
士
試
験
受
験
願
書

・
調
理
士
受
験
者
整
理
カ
ー
ド

※
願
書
は
保
健
所
、
支
所
で
配
布

◆
受
験
手
数
料

　

6
7
0
0
円
に
相
当
す
る
額
面
の
北

海
道
収
入
証
紙

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所
こ
ど
も
・
健
康
推
進
課

健
康
増
進
係

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
1
1
6

特
設
人
権
・
困
り
ご
と
相
談

所
開
設

花
い
っ
ぱ
い
運
動

  固定資産税（１期）

  軽自動車税（全期）

【問い合わせ】
 ･ 課税内容について　町税務課課税グループ  ☎� 7504
 ･ 納税相談について　町税金対策室　　　　  ☎� 7506

町税納期のお知らせ 今月の納期限

5 /31木
納税には
便利な

口座振替を！※納税通知書は5月10日ごろ発送の予定

陸
上
自
衛
隊
第
7
師
団

創
隊
57
周
年
記
念
行
事

ひ
き
こ
も
り
で
悩
む
家
族
の

つ
ど
い
「
い
ち
ょ
う
の
会
」

調
理
士
試
験

栗
山
赤
十
字
病
院

開
院
記
念
の
た
め
休
診

■開催日　5 月 19 日㈯
■場　所　細山宅ほ場（杵臼）予定
■参加料　大人 1,500 円、小人  800 円（幼児無料）
■対　象　小学生、幼児（保護者同伴）
■定　員　50 人
【申し込み・問い合わせ】ＪＡそらち南　たいま　☎�1313

田植えの後は、
皆でバーベキュー
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◆
日

時

６
月
16
日
㈯
～
７
月
29
日
㈰　

全
８
回

毎
週
土
・
日
曜
日　

午
前
８
時
～
10
時

※
雨
天
は
最
大
２
回
ま
で
延
長

◆
場

所

角
田
改
善
セ
ン
タ
ー　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◆
対

象

一
般
男
女
、
ジ
ュ
ニ
ア
（
年
中
～
小
学

生
）
の
初
心
者

※
年
中
、
年
長
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者
の

方
が
コ
ー
ト
内
で
付
き
添
う
こ
と

◆
定

員　

20
人
（
先
着
順
）

◆
受
講
料　

３
０
０
０
円

※
傷
害
保
険
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

◆
指
導
員　

栗
山
テ
ニ
ス
協
会
指
導
部

◆
持
ち
物

ラ
ケ
ッ
ト
、
運
動
に
適
し
た
服
装
、
靴
、

タ
オ
ル
、
飲
料
水

◆
申
込
期
限　

6
月
10
日
㈰

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局

亀
田　

☎
０
９
０（
６
４
４
５
）９
５
６
６

FAX
�
１
８
５
８

　

犬
井　

☎
�
0
2
9
9

◆
日
　
　
時

　

5
月
18
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

◆
場
　
　
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
20

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　
　

無　

料　
（
定
員
7
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

　◆
日
時
・
場
所

◇
5
月
9
日
㈬　

午
前
10
時
～
12
時

夕
張
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
5
月
14
日
㈪　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

相  
  

談

無
料
法
律
相
談

募
　
　
集

◆
申
込
期
限　

前
日
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１　

【
金
一
封
】

◇
松
下
浩
子
さ
ん
（
中
央
2
）
よ
り
総
務

寄
附
金
（
ま
ち
づ
く
り
）
と
し
て
◇
石
田

ユ
キ
子
さ
ん
（
松
風
3
）
よ
り
総
務
寄
附

金
（
ま
ち
づ
く
り
）
と
し
て
◇
大
槻
竹
夫

さ
ん（
中
里
）よ
り
社
会
福
祉
寄
附
金（
地

域
福
祉
基
金
）
と
し
て

【
物　

品
】

◇
た
か
は
し
ダ
リ
ア
（
中
央
3
）

【
金
一
封
】

◇
吉
田
義
人
さ
ん
（
中
里
）
よ
り
母
の
逝

去
に
際
し
て

【
金
一
封
】

◇
長
岡
外
科
整
形
外
科
医
院
（
中
央
3
）

【
慰
問
】

◇
ビ
ハ
ー
ラ
く
り
や
ま（
吉
田
輝
男
会
長
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
佐
藤
倶
子
会
長
）

◇
天
理
教
青
年
部
（
富
山
知
一
部
長
）

【
金
一
封
】

◇
方
田
寺
（
角
田
）

【
物　

品
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風

3
）
◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な

の
花
薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）
◇
く
す
り

の
え
び
な
（
中
央
2
）
◇
J
A
そ
ら
ち

南
女
性
部
◇
理
容
の
は
や
さ
か
（
角
田
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
卜
部
澄
子
さ
ん
（
松
風
4
）
◇
三
浦
英

昭
さ
ん（
朝
日
4
）◇
太
田
欣
仁
さ
ん（
松

風
2
）
◇
西
岡
マ
サ
子
さ
ん
（
松
風
2
）
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【
3
月
16
日
～
4
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　
氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

末
村
衣い

ち

か

茅
佳	

3/9

堀
江
羽う

る瑠	

3/11

小
野
真ま

な
と叶	

3/15

山
崎
遼り

ょ
う
が河	

3/19

丹
生
明め

い
か加	

3/21

長
澤
志し

ほ歩	

4/5

勉
智

絵

大

樹

朱

李

尚

仁

景

子
淳
智
加
子

光

義

晴

美

吉

文

亜

紀

松
風
３

朝
日
２

松
風
３

中
央
４

中
央
２

松
風
４

お
め
で
た

【
3
月
16
日
～
4
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

		

氏
　
名
　   

齢  

月 

日                         

世
帯
主       

住  

所

三
木
　

貢	

75	

3/17	

本

人

菱
谷
ト
キ	

90	

3/21	

本

人

大
西
シ
ゲ	

93	

3/22	

本

人

新
山
ヒ
メ	

91	

3/23	

本

人

片
山
サ
キ
子	

83	

3/23	

本

人

太
田
キ
ヨ
エ	

76	

3/29	

本

人

山
田
良
作	

69	

3/29	

本

人

天
野
惠
美
子	

79	

4/3	

一

彦

松
橋
ア
ヱ
コ	

89	

4/3	

英

国

水
上
ト
ヨ	

95	

4/6	

本

人

真
鍋
和
幸	

81	

4/7	

本

人

南
　

清
治	

83	

4/11	

本

人

お
く
や
み

朝
日
４

鳩

山

中
央
３

松
風
４

継

立

中
央
４

阿
野
呂

桜
丘
１

湯

地

富

士

日

出

中
央
４

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
く
り
の
さ
と
へ

　
　
泉
徳
苑
へ

　
　
町
　
へ ご  

厚  

意

心
の
健
康
相
談

100 万円を手渡す松下浩子さんの
代理、長女の早苗さん

硬
式
テ
ニ
ス
講
習
会

お引っ越しをされた方は、
水道使用開始の届け出を
忘れずに！
　
　引っ越しにより新たに水道を使用する場
合は、必ず届け出が必要です。
　届け出がないと水道を使用することができ
ませんので、忘れずに届け出をお願いします。
　また、以前のお住まいの「水道使用中止」
の届け出も必要です。　　
　届け出の際には、氏名、住所、連絡先、
使用開始日をお知らせください。

みんなの

水 道

■問い合わせ
町建設水道課上下水道グループ　☎ �7514

■
事
業
実
績

　

こ
れ
ま
で
に
、
こ
の
事
業
で
次

の
店
舗
が
開
店
し
て
い
ま
す
。

・
R
E
A
L
'
S
H
A
I
R
（
理
容
業
）

・
カ
フ
ェ
ピ
ッ
コ
ロ
（
飲
食
業
）
ほ
か

■
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
1/2
以
内
と

し
、
限
度
額
は
１
５
０
万
円

※
た
だ
し
、
補
助
金
交
付
額
の

う
ち
２
割
を
く
り
や
ま
ギ
フ
ト

カ
ー
ド
で
交
付

■
申
込
み
・
問
合
わ
せ
先　

　

町
く
り
や
ま
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　	

☎
�
7
5
1
6

　

町
で
は
、
市
街
地
商
店
街
の
空

き
店
舗
を
活
用
す
る
方
に
対
し
、

開
業
ま
で
に
伴
う
経
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
区
域

　

下
図
の
と
お
り

■
対
象
と
な
る
建
物　

か
つ
て
営
業
の
事
業
に
使
用
さ

れ
て
い
た
店
舗
な
ど
で
、
利
用

さ
れ
て
い
な
い
期
間
が
３
カ
月

以
上
経
過
し
て
い
る
も
の

■
補
助
対
象
者　

営
業
日
数
が
、
原
則
年
２
６
０

日
（
通
年
営
業
）
以
上
営
業
で

き
る
新
規
に
出
店
す
る
個
人
ま

た
は
法
人

■
対
象
業
種　

小
売
業
、
飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど

■
対
象
経
費

空
き
店
舗
な
ど
の
改
修
、
備
品

購
入
、
駐
車
場
整
備
な
ど
開
業

ま
で
に
要
し
た
経
費

■
対
象
経
費

開
業
前
に
事
業
計
画
の
内
容
を
確
認

す
る
た
め
、
商
工
会
議
所
中
小
企
業

相
談
所
で
の
相
談
が
必
要
で
す
。


